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commentary-3

い
ま
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」

へ
の
関
心
が
急
激
に
高
ま
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
地
域
ブ

ラ
ン
ド
名
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
も
の
に
は
、
地
域
と
商

品
名
を
合
わ
せ
た
も
の
が
多

い
。
例
え
ば
、
松
坂
牛
や
大

間
ま
ぐ
ろ
を
は
じ
め
地
域
固

有
の
生
鮮
特
産
品
群
、
小
田

か
ま
ぼ
こ

原
蒲
鉾
や
灘
の
酒
な
ど
伝
統

の
技
術
を
生
か
し
た
加
工
食

品
群
、
京
友
禅
や
江
戸
切
子

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
工
芸

品
群
が
あ
げ
ら
れ
る
。
あ
る

い
は
、
温
泉
浴
を
サ
ー
ビ
ス

形
態
の
１
つ
と
み
な
せ
ば
、

温
泉
地
名
は
地
域
と
サ
ー
ビ

ス
名
の
融
合
し
た
地
域
ブ
ラ

ン
ド
と
い
え
る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
例

示
し
た
こ
れ
ら
の
も
の
は
、

「
地
域
団
体
商
標
」（
中
小
企

業
等
協
同
組
合
法
や
農
業
協

同
組
合
法
に
よ
る
法
人
格
を

も
っ
た
組
合
が
登
録
出
願
）

に
よ
る
も
の
だ
が
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
は
そ
れ
に
限
定
し
た

も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

「
餃
子
�
宇
都
宮
」
「
牛
タ

ン
�
仙
台
」
と
い
っ
た
商
品

か
ら
連
想
す
る
地
域
名
、「
銀

座
�
繁
華
街
」
の
連
想
か
ら

派
生
し
た
「
○
○
銀
座
」
で

そ
の
土
地
を
代
表
す
る
繁
華

街
な
ど
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー

ジ
展
開
も
地
域
を
特
定
で
き

る
意
味
で
は
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
と
呼
ん
で
い
い
だ
ろ
う
。

い
わ
ば
、
地
域
の
特
色
や
独

自
性
を
象
徴
す
る
も
の
を
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
す
る
捉
え

方
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

延
長
線
上
と
し
て
、
地
域
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
明
確

化
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
「
同
一

性
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
哲
学
的
な
自
己
同

一
性
の
意
味
で
は
な
く
、
地

域
の
特
色
や
文
化
を
体
系
的

に
整
理
し
て
、
他
の
地
域
と

の
違
い
を
明
確
に
示
す
の
が

地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
だ

と
す
る
捉
え
方
と
い
え
る
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
独
自
性
の

表
象
で
あ
れ
ば
、
当
然
な
が

ら
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
明

確
に
認
識
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
地

域
住
民
が
そ
れ
を
理
解
し
、

地
域
へ
の
帰
属
意
識
を
も
つ

と
い
っ
た
意
味
合
い
も
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
考
え
る

上
で
考
慮
す
る
要
素
の
１
つ

だ
ろ
う
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
域
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
重
視
さ

れ
る
背
景
に
は
、
そ
れ
ら
が

地
域
経
済
の
活
性
化
で
大
き

な
役
割
を
果
た
す
と
の
認
識

が
あ
る
。
ま
た
、
観
光
面
だ

け
を
捉
え
て
も
、
旅
行
先
と

し
て
選
択
さ
れ
る
に
は
「
そ

こ
へ
行
く
意
味
」
が
重
視
さ

れ
て
き
た
点
と
リ
ン
ク
し
て

い
る
よ
う
だ
。
地
域
ブ
ラ
ン

ド
は
、
旅
行
を
誘
引
す
る
上

で
も
重
要
な
作
用
を
果
た
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
役
割
が
重
視
さ

れ
る
の
は
、
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
（
大
衆
旅
行
）
へ
の
反
動

と
も
い
っ
た
旅
行
傾
向
が
あ

る
。
８０
年
代
の
後
半
に
台
頭

し
た
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
分
散
型
旅
行
）
の

流
れ
が
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
顕
著
に
な
っ
て
き
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
の
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ

の
観
光
地
に
「
行
く
意
味
」

よ
り
も
、
旅
行
そ
の
も
の
に

「
行
く
か
、
行
か
な
い
か
」

の
選
択
肢
が
上
位
を
占
め
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
受
け
皿

で
あ
る
観
光
地
も
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
が
集
客
面
で
効
果
を

発
揮
し
て
、
地
域
間
競
争
で

の
優
位
性
に
作
用
し
て
い
れ

ば
、
こ
と
さ
ら
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
に
こ
だ
わ
ら
ず
と
も

こ
と
足
り
て
い
た
。

だ
が
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
顕
在
化
に
伴

っ
て
、
旅
行
形
態
も
団
体
か

ら
グ
ル
ー
プ
や
個
人
に
シ
フ

ト
し
始
め
た
。
そ
こ
で
は
、

個
人
的
な
目
的
や
興
味
が
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
選
択

で
大
き
な
位
置
を
占
め
る
よ

う
に
な
り
、
漠
然
と
し
た
地

域
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、
地

域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

明
確
に
し
た
上
で
の
訴
求
が

必
要
と
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
に
向
け
た
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
明
確
化
で

は
、
従
前
の
観
光
資
源
を
見

直
す
と
と
も
に
、
地
域
の
根

幹
で
も
あ
る
地
場
産
業
を
新

た
な
観
光
資
源
と
捉
え
て
、

地
域
の
独
自
性
を
再
構
築
す

る
プ
ロ
セ
ス
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

地域の住民を巻き込んだ「新たな観光地づくり」は、
今後の地域間競争で重要なカギを握っている。とりわけ、
現在のような経済状況下では、地域経済に及ぼす観光の
役割を見過ごすことができない。観光客の誘致は、直接
あるいは間接に、地域経済の活性化に大きく貢献するか
らだ。そこで、「観光資源」をキーワードに据えながら
産業観光に目を向けて、観光地としての地域づくりを再
検証してみよう。

地域の独自性をアピール
ニーズ分散への対応に不可欠

◆
地
域
団
体
商
標
で
の

温
泉
登
録

土
湯
温
泉
（
福
島
県
）
、

塩
原
温
泉
（
栃
木
県
）
、
鬼

怒
川
・
川
治
温
泉
（
同
）
、

鬼
怒
川
温
泉
（
同
）
、
川
治

温
泉
（
同
）
、
伊
香
保
温
（
群

馬
県
）
、
草
津
温
泉
（
同
）
、

湯
河
原
温
泉（
神
奈
川
県
）、

越
後
湯
沢
温
泉（
新
潟
県
）、

湯
沢
温
泉
（
同
）
、
山
代
温

泉
（
石
川
県
）
、
山
中
温
泉

（
同
）
、
粟
津
温
泉
（
同
）
、

片
山
津
温
泉
（
同
）
、
和
倉

温
泉
（
同
）
、
芦
原
温
泉
、

あ
わ
ら
温
泉
、
あ
わ
ら
お
ん

せ
ん
（
福
井
県
）
、
蓼
科
温

泉
（
長
野
県
）
、
下
呂
温
泉

（
岐
阜
県
）
、
長
良
川
温
泉

（
同
）
、
舘
山
寺
温
泉
（
静

岡
県
）
、
伊
東
温
泉
（
同
）
、

伊
豆
長
岡
温
泉
（
同
）
、
雄

琴
温
泉
（
滋
賀
県
）
、
湯
の

花
温
泉
（
京
都
府
）
、
城
崎

温
泉
（
兵
庫
県
）
、
有
馬
温

泉
（
同
）
、
南
紀
白
浜
温
泉

（
和
歌
山
県
）
、
三
朝
温
泉

（
鳥
取
県
）、
玉
造
温
泉（
島

根
県
）
、
湯
郷
温
泉
（
岡
山

県
）
、
湯
原
温
泉
（
同
）
、

長
門
湯
本
温
泉（
山
口
県
）、

道
後
温
泉
（
愛
媛
県
）
、
原

鶴
温
泉
（
福
岡
県
）
、
黒
川

温
泉
（
熊
本
県
）
�
０９
年
７

月
７
日
現
在

地
域
の
産
業
を
観
光
資
源

と
み
な
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

や
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
相
関
的
に
捉
え
る
場
合
、

４
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
の
か
か

わ
り
合
い
が
注
目
で
き
る
。

こ
の
４
つ
は
�
観
光
資
源
�

地
域
の
文
化
�
地
域
の
産
業

�
地
域
の
生
活

に
集
約

で
き
る
。

従
来
の
観
光
地
は
、
観
光

資
源
と
文
化
の
２
つ
が
人
為

的
に
融
合
す
る
形
で
成
り
立

っ
て
き
た
。
人
為
的
と
は
、

温
泉
が
湧
き
出
し
て
い
る
だ

け
で
は
「
温
泉
地
」
と
呼
べ

な
い
の
と
同
様
に
、
施
設
や

交
通
機
関
な
ど
の
ハ
ー
ド
と

「
も
て
な
し
」
の
ソ
フ
ト
の

両
イ
ン
フ
ラ
が
、
観
光
地
に

は
不
可
欠
だ
か
ら
だ
。

こ
の
こ
と
は
、
観
光
客
の

受
け
入
れ
に
欠
か
せ
な
い
観

光
地
と
し
て
の
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
形
成
が
、
旅
館
や
観
光

物
産
店
、
観
光
タ
ク
シ
ー
な

ど
観
光
関
連
業
種
に
、
も
っ

ぱ
ら
委
ね
ら
れ
て
き
た
こ
と

を
意
味
す
る
。

マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対

応
で
は
、
観
光
資
源
と
と
も

に
地
元
の
生
活
者
で
も
あ
る

観
光
産
業
の
従
事
者
を
介
し

た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
よ
っ

て
、
観
光
客
の
求
め
る
「
非

日
常
」
の
満
足
感
を
提
供
で

き
た
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た

非
日
常
は
、
観
光
客
の
本
物

志
向
を
満
た
す
た
め
の
演
出

が
誇
大
に
加
味
さ
れ
、
結
果

と
し
て
地
域
の
文
化
を
変
容

さ
せ
る
一
面
も
否
定
で
き
な

か
っ
た
。
差
別
化
の
名
の
下

で
進
行
し
た
没
個
性
化
現
象

も
、
そ
の
１
つ
だ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
分
散
型
旅

行
で
あ
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
非
日
常

だ
け
で
は
満
足
で
き
な
い
面

が
あ
る
。
例
え
ば
、
情
報
の

氾
濫
す
る
今
日
で
は
、
観
光

地
の
相
当
部
分
が
バ
ー
チ
ャ

ル
な
情
報
で
事
前
に
把
握
で

き
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
見

る
こ
と
に
よ
る
情
報
の
確
認

で
得
ら
れ
る
感
動
は
、
お
の

ず
と
限
界
が
あ
る
。

し
か
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル
情

報
を
得
て
い
て
も
、
実
際
に

体
験
す
る
と
予
想
外
の
結
果

に
驚
き
と
感
動
を
得
る
こ
と

が
少
な
く
な
い
。
そ
の
体
験

先
の
１
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
の

が
、
地
域
の
産
業
だ
。
そ
れ

ら
は
、
地
域
の
文
化
や
伝
統

を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

形
成
で
も
、
重
要
な
フ
ァ
ク

タ
ー
で
あ
り
、
そ
こ
に
地
域

の
産
業
を
観
光
資
源
化
す
る

必
然
性
が
あ
る
。

一
方
、
地
域
の
産
業
は
、

地
域
の
生
活
者
の
生
活
基
盤

に
も
な
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
地

域
産
業
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
は
、
そ
の
先
で
は
地

域
の
生
活
者
を
豊
か
に
す
る

効
果
へ
と
連
鎖
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
両
者
の
重

な
り
合
う
地
域
の
日
常
も
、

間
接
的
に
は
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
と
接
点
が
あ
る
。

だ
が
、
地
域
の
生
活
者
と

地
域
の
観
光
資
源
は
、
従
来

の
発
想
で
は
結
び
つ
き
に
く

い
。
生
活
者
か
ら
み
た
観
光

資
源
は
、
日
常
と
非
日
常
の

は
ざ
ま
に
あ
っ
て
、
散
歩
や

憩
い
の
場
と
い
っ
た
程
度
の

位
置
づ
け
に
し
か
な
っ
て
い

な
い
。
非
日
常
性
に
シ
フ
ト

し
た
観
光
産
業
と
は
、
接
点

が
希
薄
な
た
め
だ
。

今
後
、
観
光
に
向
け
た
コ

ン
セ
ン
サ
ス
の
醸
成
が
不
可

欠
だ
。
ま
た
、
生
活
者
の
日

常
を
切
り
口
に
、
観
光
と
の

接
点
を
見
出
す
発
想
も
必
要

だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
観
光
地

と
し
て
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
で

「
日
本
一
綺
麗
な
街
」
を
想

定
し
た
場
合
、
住
民
が
自
分

の
家
の
前
を
毎
日
確
実
に
掃

除
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
街

全
体
が
綺
麗
に
な
る
。
日
本

で
は
古
来
、
祭
事
や
大
晦
日

な
ど
に
そ
う
し
た
習
慣
が
あ

っ
た
。
そ
れ
を
復
活
さ
せ
る

だ
け
の
元
手
い
ら
ず
の
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
だ
。
こ
れ
は
極

論
の
域
だ
が
、
地
域
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
整
理
す
る

プ
ロ
セ
ス
か
ら
、
新
た
な
発

想
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
。

「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て

よ
し
」
の
第
一
歩
は
、
そ
う

し
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
づ
く
り

か
ら
始
ま
る
。
導
入
部
と
し

て
は
、
地
域
の
産
業
や
生
活

者
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
産

業
観
光
が
期
待
で
き
る
。

住
民
と
一
体
感
を
つ
く
る

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
確
認

観
光
地
へ
の
入
り
込
み
者

数
は
、
消
費
者
の
志
向
に
合

致
し
た
観
光
地
の
魅
力
、
発

地
か
ら
の
時
間
距
離
を
は
じ

め
多
く
の
要
素
が
か
ら
み
合

っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
要
素

を
加
味
し
た
２
つ
の
見
方
を

あ
げ
て
み
よ
う
。

第
１
は
、
き
わ
め
て
シ
ン

プ
ル
な
捉
え
方
と
し
て
、
旅

行
先
の
「
観
光
魅
力
�
観
光

地
力
」
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
と
す
る
も
の
だ
。
も
ち
ろ

ん
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映
画

を
は
じ
め
、
そ
の
時
々
の
話

題
性
も
入
り
込
み
客
の
動
向

に
影
響
す
る
が
、
そ
れ
ら
は

ブ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

多
く
は
一
過
性
に
終
わ
る
。

絶
頂
期
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
、
歳
月
を

わ
び

経
て
侘
し
く
置
き
去
ら
れ
た

光
景
を
目
に
す
る
の
も
珍
し

い
も
の
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
観
点
か
ら
「
観

光
魅
力
�
観
光
地
力
」
を
捉

え
る
と
、
決
し
て
恒
久
的
で

な
い
こ
と
も
頷
け
る
。
時
代

が
移
れ
ば
社
会
一
般
の
価
値

観
が
変
わ
る
の
と
同
様
に
、

旅
行
者
が
魅
力
を
感
じ
る
観

光
対
象
も
変
容
す
る
。
そ
の

結
果
、
観
光
地
力
が
低
下
し

て
入
り
込
み
者
数
も
低
下
す

る
こ
と
に
な
る
。

第
２
と
し
て
、
観
光
魅
力

を
観
光
地
を
形
成
す
る
資
源

の
「
質
量
」
と
捉
え
る
考
え

方
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
入

り
込
み
客
数
を
「
集
客
量
」

と
し
て
、
発
地
と
な
る
主
要

マ
ー
ケ
ッ
ト
ま
で
の
時
間
距

離
と
の
相
関
性
を
、
天
秤
の

方
式
で
計
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
考
え
方
は
、
観
光
資
源

の
質
量
を
数
値
に
置
き
換
え

る
基
準
が
確
立
さ
れ
て
い
な

い
た
め
に
、
数
値
的
比
較
に

は
向
か
な
い
が
、
観
光
地
形

成
と
運
営
の
要
点
を
理
解
す

る
に
は
分
か
り
や
す
い
。

こ
の
２
つ
を
踏
ま
え
た
と

き
、
共
通
す
る
課
題
が
観
光

地
を
形
成
す
る
観
光
資
源
の

あ
り
方
だ
。
第
１
の
考
え
方

で
は
、
時
代
の
変
化
に
伴
う

観
光
魅
力
の
変
容
が
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
既
存
資
源

の
見
直
し
と
再
開
発
、
あ
る

い
は
新
た
な
資
源
の
発
掘
や

造
成
が
必
要
と
な
る
。

一
方
、
第
２
の
考
え
方
で

は
、
観
光
資
源
の
質
量
と
時

間
距
離
の
バ
ラ
ン
ス
が
課
題

だ
。
近
隣
地
域
の
需
要
が
頭

打
ち
と
な
っ
た
場
合
な
ど
で

は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
が

必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
既

存
資
源
で
は
限
界
が
あ
る
。

共
通
す
る
課
題
の
解
決
に

は
新
た
な
発
想
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
１
つ
が
地
域
の
財

産
で
あ
る
産
業
を
観
光
資
源

と
捉
え
た
「
産
業
観
光
」
だ

と
い
え
る
。

新資源で観光魅
力の変容に対応

上図の概要

（Ａ）＝天秤の時間距離
の分銅と集客量のバラン
スがとれた状態
（Ｂ）＝時間距離を大き
く伸ばして、Ａと同じ集
客量を想定したときに、
天秤のバランスが保てな
い状態（遠方から集客す
るには観光資源の質量が
不足している）
（Ｃ）＝集客量を減らし
てバランスをとった状態
（Ｄ）＝質量のプラスα
によって、遠方までをタ
ーゲットにした状態


